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冬
の
訪
れ

山
本
携
挙

岳
の
紅
葉
は
､
今
年
は
紅
が
鮮
や

か
だ
っ
た
が
へ
里
は
思
い
の
外
で
'

枯
葉
の
茶
色
が
目
立
ち
-
す
ん
で
映

っ
た
｡そ

れ
で
も
県
外
車
か
ら
降
り
立
っ

た
'
オ
バ
タ
リ
ア
ン
達
が
歓
声
を
あ

げ
'
湖
の
ほ
と
り
に
高
級
カ
メ
ラ
に

三
脚
を
か
ま
え
て
'
今
は
や
り
の
ネ

イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
を
狙
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
た
｡

湖
岸
の
葦
の
穂
を
大
き
く
ゆ
す
っ

て
､
冷
た
い
風
が
吹
く
頃
に
な
る
と
､

カ
メ
ラ
ウ
ー
マ
ン
達
の
姿
も
見
え
な

-
な
り
､
い
よ
い
よ
冬
の
到
来
と
な

る
｡
小
雪
の
や
ん
だ
次
の
朝
'
湖
の
水

辺
を
歩
く
と
'
雪
の
作
っ
た
い
ろ
ん

な
オ
ブ
ジ
ェ
に
出
逢
う
こ
と
が
で
き

る
｡
薄
氷
上
の
模
様
で
あ
っ
た
り

枯
枝
や
草
に
波
が
た
わ
む
れ
た
形
が
'

そ
の
ま
ま
凍
り
つ
い
て
い
た
り
す
る
.

そ
ん
な
も
の
を
形
を
え
ら
び
､
光
と

影
を
考
え
な
が
ら
構
図
し
､
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
に
収
め
て
ま
わ
る
｡
ふ
と
頭

を
も
た
げ
る
と
'
湖
面
に
湧
き
立
つ

も
や

よ
う
な
範
が
静
寂
と
幽
玄
の
世
界
を

拡
げ
て
い
る
｡

そ
ん
な
時
､
わ
た
し
は
小
さ
な
敢

な
ら
ぬ
'
小
さ
な
冬
を
見
つ
け
る
の

で
あ
る
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
協
議
会
委
員
一



②館物悼ど山

二
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

-
百
六
十
三
種
の
分
類
-
(
完
結
編
)
④

(
二
)
　
黒
系
統

1
-
4
､
ス
ス

体
毛
が
煤
色
　
(
黒
色
)
　
を
し
た
カ
モ
シ
カ
を
い
う

隠
語
｡
庇
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
鹿
を
ス
ス
､
カ
モ
シ

カ
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
カ
モ
シ
カ
を
ス
ス
と
呼
ぶ
｡

こ
の
ほ
か
シ
シ
が
謝
っ
た
と
す
る
説
や
ア
オ
ス
ス
の

上
略
称
だ
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
｡
岩
手
　
〔
岩

手
〕
･
新
潟
〔
岩
船
〕

⑪
田
中
喜
多
見
『
中
村
民
俗
誌
』
一
.
九
三
二

年
)

闇
､
ケ
グ
ロ

漢
字
表
記
は
毛
黒
で
､
毛
の
黒
い
カ
モ
シ
カ
を
い

う
隠
語
｡
大
分
-
宮
崎
〔
祖
母
向
･
傾
向
〕

文
献
⑲
に
同
じ
｡

1
-
6
､
タ
ロ
シ
シ

黒
宍
､
つ
ま
り
毛
色
の
ク
ロ
と
宍
と
を
組
合
せ
た

隠
語
｡
徳
島
〔
剣
山
-
大
歩
危
〕
･
大
分
　
〔
大
野
･

南
海
部
〕
･
大
分
-
宮
崎
〔
傾
山
〕

⑫
山
口
辿
『
九
州
･
沖
縄
の
生
き
も
の
た
ち

第
3
集
』
　
(
西
日
本
新
聞
社
'
一
九
七
七
年
)

跡
へ
　
ク
ロ
ン
ボ
　
(
ク
ロ
ン
ボ
ウ
)

タ
ロ
は
体
色
の
黒
､
ボ
　
(
ボ
ウ
)
　
は
罵
る
薫
味
の
接

尾
語
で
､
ク
ロ
い
奴
と
い
う
隠
語
　
(
薗
称
)
｡
長
野

〔
下
伊
那
･
茅
野
･
諏
訪
･
岡
谷
〕
･
三
重
　
〔
亀

川
二
重
〕
･
大
分
-
宮
崎
〔
大
崩
山
･
傾
山
〕

文
献
⑮
に
同
じ
｡

北

　

村

　

嘉

　

賓

(
三
)
白
系
統

朋
､
シ
ラ
ン
シ

白
色
系
の
体
毛
を
も
つ
カ
モ
シ
カ
を
い
い
､

が
謝
っ
た
方
言
｡
新
潟

⑬
橘
茂
世
『
北
越
奇
談
』
　
(
一
八
二
一
年
)

請
)
　
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
隠
語
　
(
愛
称
)
｡
因
み
に
､

赤
毛
皮
の
呼
称
で
も
あ
る
｡
京
都
　
〔
北
桑
田
･
船

井〕

松
本
貞
輔
氏
の
書
簡
(
磯
部
清
一
郎
氏
談
)
　
に

よ
る
｡

十
∵
体
毛
系
統

自
宍
　
　
1
-
3
､
ケ
ブ
カ

体
毛
が
長
い
の
で
毛
深
と
呼
ん
だ
隠
語
｡
大
分
-

宮
崎
〔
傾
山
〕

文
献
⑲
に
同
じ
｡

1
-
9
､
シ
ロ
ン
コ

冬
に
な
る
と
､
自
毛
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
白
の

鹿
　
(
鹿
が
コ
に
謝
っ
た
も
の
)
　
と
い
い
､
時
と
共
に

シ
ロ
ン
コ
に
謝
っ
た
隠
語
｡
福
島
〔
耶
麻
〕

同
日
辿
氏
の
書
簡
に
よ
る
｡

則
､
シ
ン
シ
ロ

尻
毛
が
白
い
こ
と
か
ら
尻
白
へ
転
じ
て
シ
ン
シ
ロ

に
し
た
隠
語
｡
宮
崎
〔
西
臼
杵
〕

山
口
辿
氏
の
書
簡
に
よ
る
｡

斑

､

シ

ロ

ッ

コ

シ
ロ
ン
コ
と
同
義
語
で
､
白
焼
が
シ
ロ
ッ
コ
に
あ

ん
っ
た
隠
語
｡
自
系
統
の
呼
称
は
､
す
べ
て
愛
称
｡

新
潟
〔
南
蒲
原
〕

⑳
干
葉
彬
司
『
カ
モ
シ
カ
日
記
』
　
(
毎
日
新
聞

社
へ
一
九
七
二
年
)

(
四
)
　
赤
系
統

1
-
2
､
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

体
毛
(
体
色
)
　
が
赤
土
色
を
し
た
カ
モ
シ
カ
を
い

い
､
狸
々
　
(
大
酒
呑
み
ー
真
赤
に
な
る
と
い
う
代
名

規
､
ツ
ウ
ジ

一
才
仔
の
額
に
あ
る
旋
毛
を
呼
び
名
に
し
た
マ
タ

ギ
言
葉
で
あ
る
が
､
地
方
に
よ
っ
て
ツ
ム
ゲ
､
ツ
ム

ジ
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
｡
山
形
〔
西
置
賜
･
南
小

国〕

⑮
伊
藤
麗
子
｢
村
の
風
土
記
｣
『
全
国
小
･
中

学
校
綴
方
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
集
(
2
)
』
　
(
読
売
新
聞

社
､
一
九
五
二
年
)

鵬
､
ツ
ム
ゲ

ツ
ウ
ジ
と
同
義
語
の
マ
タ
ギ
言
葉
で
､
分
布
地
域

は
宮
城
県
白
石
市
で
あ
る
が
､
地
区
に
よ
っ
て
次
の

ツ
ム
ジ
も
使
わ
れ
て
い
る
｡

⑳
『
宮
城
県
史
』
　
(
一
九
五
六
年
)

1
-
6
､
ツ
ム
ジ
.

福
島
県
南
会
津
郡
発
行
の
　
『
桧
枝
岐
村
史
』
　
(
一

九
三
四
年
)
　
に
収
録
さ
れ
て
い
る
マ
タ
ギ
言
葉
で
､

当
才
仔
を
い
う
｡
地
域
に
よ
っ
て
は
ク
マ
の
仔
の
呼

び
名
で
も
あ
る
｡
宮
城
　
〔
白
石
〕
･
福
島
〔
南
会

津〕

文
献
番
号
⑰
と
す
る
｡

十
二
'
親
･
仔
連
れ
･
牡
牝
系
統

1
-
7
へ
　
オ
ヤ
シ
シ

文
字
ど
お
り
親
(
成
獣
)
　
の
カ
モ
シ
カ
を
い
う
マ

タ
ギ
言
葉
で
あ
る
｡
カ
モ
シ
カ
の
親
子
区
分
は
三
才

ま
で
を
仔
　
(
幼
獣
)
､
囲
才
以
上
を
親
　
(
成
獣
)
　
と

し
て
お
り
呼
び
名
の
大
部
分
は
成
駅
名
に
な
っ
て
い

る
｡
秋
田
文
献
⑰
に
同
じ
｡

1
-
8
､
サ
ン
ゴ

受
胎
し
て
い
る
カ
モ
シ
カ
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
｡

サ
ン
ゴ
は
も
と
も
と
'
産
仔
と
書
き
､
人
間
や
そ
の

他
の
動
物
の
腹
仔
(
胎
児
)
を
い
う
が
､
マ
タ
ギ
達

は
､
産
ま
れ
る
仔
が
腹
に
い
る
と
い
う
恵
味
で
､
里

言
葉
を
親
カ
モ
シ
カ
に
転
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
岩

手
〔
和
賀
〕
,
秋
田
〔
雄
勝
〕
･
新
潟
〔
岩
船
〕

⑬
太
田
雄
治
モ
ク
ギ
仝
』
　
(
.
九
七
九
年
)

1
-
9
､
フ
タ
ツ
ジ
力

付
連
れ
の
カ
モ
シ
カ
を
い
う
方
言
｡
富
川
　
〔
黒

部〕

⑲
洞
沢
半
六
　
『
黒
部
奥
山
廻
り
記
録
』
　
(
一
八

一
〇
年
)

I
-
0
､
ウ
ジ
シ

牡
を
い
う
隠
語
｡
雄
ジ
シ
か
ら
変
化
し
た
も
の
か
､

オ
ジ
ン
が
ウ
ジ
シ
に
謝
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

新
潟
　
〔
岩
船
〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

肌
､
サ
ッ
ペ
イ

牝
の
成
獣
を
い
う
｡
語
感
か
ら
は
マ
タ
ギ
言
葉
と

思
わ
れ
る
が
'
裏
付
け
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
ら

な
い
｡
た
だ
マ
タ
ギ
達
は
､
女
の
こ
と
を
サ
ッ
ベ
ラ

と
呼
ん
で
い
た
の
で
､
牝
の
名
付
に
当
っ
て
､
サ
ツ



③ 館物盆
寺
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=

ど山

ベ
ラ
の
｢
ラ
｣
を
｢
イ
｣
に
代
え
て
､
サ
ッ
ペ
イ
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
山
形
〔
西
置
賜
〕

文
献
⑲
に
同
じ
｡

1
-
2
､
チ
イ
ジ
モ
ナ

チ
ィ
ジ
(
仔
)
を
持
っ
て
い
る
(
連
れ
て
い
る
)

と
い
う
意
で
'
仔
連
れ
の
カ
モ
シ
カ
を
い
う
マ
タ
ギ

言
葉
で
あ
る
｡
福
島
〔
南
会
津
〕

⑭
楳
垣
実
『
日
本
の
忌
み
言
葉
』
　
(
岩
崎
美
術

社
､
一
九
七
三
年
)

1
-
3
､
ク
マ
ン

牝
の
カ
モ
シ
カ
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
｡
マ
タ
ギ
達

は
､
女
性
器
の
こ
と
を
ク
マ
ア
ナ
と
称
し
て
い
る
の

で
､
牝
の
表
現
と
し
て
ク
マ
に
､
接
尾
語
の
｢
ン
｣

を
つ
け
て
ク
マ
ン
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
福
島
〔
南

会津〕
文
献
⑪
に
同
じ
｡

聞
､
ハ
ダ
　
(
ハ
ン
ダ
)

里
言
葉
で
母
獣
を
い
う
ハ
ダ
を
そ
の
ま
ま
､
カ
モ

シ
カ
の
呼
び
名
に
転
用
し
た
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
る
｡

ハ
ン
ダ
は
ハ
ダ
の
謝
っ
た
も
の
｡
秋
田
〔
仙
北
〕

⑰
武
藤
鉄
城
｢
秋
田
マ
タ
ギ
の
葦
筆
舌
東
北

民
俗
研
究
2
』
　
(
東
北
民
俗
学
会
'
一
九
五
〇
年
)

及
び
⑲
の
文
献

十
三
､
什
系
統
の
呼
び
名

鵬

､

ホ

ノ

コ

才
竹
'
二
才
仔
は
仔
一
般
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
｡

哺
育
中
の
什
-
唖
の
仔
が
語
源
だ
と
す
る
と
､
一
才

什
だ
け
の
呼
び
名
と
な
る
が
､
同
じ
県
の
中
で
も
地

域
に
よ
っ
て
は
､
竹
一
般
を
ホ
ノ
コ
と
呼
ん
で
い
る

所
も
あ
る
C

⑥
一
才
仔
-
青
森
〔
下
北
〕
･
秋
田
〔
雄
勝
･
仙

北
･
由
利
〕
文
献
は
②
に
同
じ
｡

◎
二
才
仔
-
岩
手
〔
岩
手
〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

◎
仔
一
般
-
秋
田
〔
北
秋
田
〕
･
宮
城
〔
栗
原
〕

⑫
金
子
総
平
｢
秋
田
マ
タ
ギ
探
訪
記
(
3
)
｣

『
旅
と
伝
説
1
 
6
(
9
)
』
　
(
一
九
四
三
年
)

1
-
6
､
ホ
ノ

一
才
仔
･
二
才
仔
ま
た
は
中
位
の
大
き
さ
の
カ
モ

シ
カ
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
で
､
三
才
仔
で
あ
っ
て
も
､

小
型
の
も
の
は
'
中
位
の
大
き
さ
と
し
て
ホ
ノ
と
呼

ぶ
｡
ホ
ノ
コ
の
下
略
称
で
あ
る
｡

◎
一
才
仔
-
青
森
〔
下
北
〕
･
秋
田
(
山
本
〕

⑮
藤
里
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
藤
里
町
誌
』

(
一
九
七
五
年
)

◎
二
才
仔
-
秋
田
〔
由
利
〕

⑯
金
子
総
平
｢
秋
田
マ
タ
ギ
探
訪
記
(
4
)
｣

〒
旅
と
伝
説
l
　
(
i
)
』

◎
中
位
の
大
き
さ
-
秋
田
〔
由
利
〕

文
献
⑳
に
同
じ
｡

1
-
7
､
チ
チ
　
(
チ
ヂ
･
テ
ィ
ジ
)

生
れ
た
ば
か
り
の
幼
体
や
､
角
の
出
な
い
一
年
末

満
の
仔
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
で
'
ナ
チ
は
乳
､
す
な

わ
ち
乳
の
み
仔
を
い
う
｡

一
方
､
チ
ヂ
は
チ
チ
が
靴
っ
た
か
､
稚
児
の
意
か
ど

ち
ら
か
で
あ
る
｡
ま
た
､
チ
イ
ジ
は
分
布
地
域
が
異

な
る
が
チ
チ
と
同
義
語
で
､
チ
を
発
音
す
る
と
き
に

生
ず
る
い
わ
ゆ
る
"
"
生
み
字
-
の
｢
イ
｣
が
'
強
調

さ
れ
て
チ
イ
ジ
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

◎
ナ
チ
-
新
潟
〔
岩
船
〕
⑮
藤
木
九
三
ほ
か
『
マ

タ
ギ
部
落
訪
問
』
　
(
一
九
五
六
年
)

◎
チ
ヂ
-
新
潟
〔
岩
船
〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

◎
チ
イ
ジ
-
山
形
〔
西
置
賜
〕

文
献
⑯
に
同
じ
｡

S
'
チ
ッ
n

生
れ
た
ば
か
り
の
仔
を
い
う
隠
語
で
､
乳
の
み
仔

を
乳
っ
仔
と
し
､
そ
れ
が
チ
ヅ
コ
に
転
靴
し
た
の
で

は
な
い
か
｡
山
形
〔
西
置
賜
〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

1
1
9
､
ト
-
サ
イ

漢
字
表
記
で
当
才
､
つ
ま
り
生
れ
た
ば
か
り
の
仔

(
一
才
仔
)
を
い
う
方
言
｡
長
野
〔
大
町
〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

5
0
'
ト
-
ゼ

一
才
仔
を
い
う
方
言
で
あ
る
が
'
ト
-
サ
イ
ー

ト
ー
ザ
イ
ー
ト
-
ゼ
と
転
靴
し
た
呼
び
名
と
考
え
ら

れ
る
｡
長
野
〔
大
町
〕

文
献
⑳
に
同
じ
｡

帆
､
デ
ワ
ッ
コ

一
才
仔
(
生
後
約
七
-
八
ケ
月
児
)
を
い
う
隠
語

で
あ
る
｡
隠
語
は
推
測
で
あ
る
が
､
長
野
県
の
一
部

地
域
で
は
､
｢
イ
ワ
シ
シ
｣
や
｢
イ
ワ
シ
カ
｣
な
ど

の
呼
び
名
が
あ
る
の
で
､
デ
ワ
ッ
コ
は
稚
イ
ワ
ッ
仔

と
い
っ
て
い
た
の
が
へ
　
デ
ワ
ッ
コ
に
転
証
し
た
の
か
､

あ
る
い
は
仔
は
手
を
焼
か
せ
る
こ
と
か
ら
手
焼
ッ
仔

l
テ
ヤ
ツ
コ
ー
テ
ワ
ッ
コ
ー
デ
ワ
ッ
コ
と
し
て
定
義

し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
因
み
に
カ
モ
シ
カ
の
毛
皮
を
デ

ワ
と
呼
ん
で
い
る
が
､
語
源
は
不
詳
｡
長
野
〔
大

町
･
北
安
曇
〕

文
献
⑯
に
同
じ
｡

1
-
2
､
二
七
ッ
ポ
　
(
二
七
ッ
ポ
⊥

二
才
の
仔
を
い
う
方
言
｡
二
才
に
ポ
ー
(
奴
)
を

付
け
て
､
二
才
ッ
ポ
と
呼
ん
だ
の
が
へ
二
七
ィ
ッ
ポ
ー

二
七
ソ
ポ
と
転
靴
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
長
野
〔
大
町
〕

文
献
⑳
に
同
じ
｡

鵬
､
サ
ン
サ
イ

文
字
ど
お
り
三
才
の
仔
を
い
う
方
言
｡
長
野
〔
大

町
〕
･
富
山
〔
中
新
川
〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

朋
､
サ
ン
ゼ
ソ
ポ
　
(
サ
ン
ゼ
ノ
ポ
ー
)

一
一
才
の
仔
を
い
う
方
言
で
､
三
才
に
接
尾
語
の

｢
ポ
｣
を
つ
け
､
サ
ン
ザ
イ
ッ
ポ
と
し
た
の
が
､
サ

ン
ゼ
ッ
ポ
に
転
靴
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
長
野
〔
大
町
〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

鵬
､
イ
デ
コ

二
才
仔
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
で
､
マ
タ
ギ
達
の
住
む

里
で
は
､
人
間
の
子
供
を
イ
デ
と
呼
ん
で
い
る
の
で
､

カ
モ
シ
カ
の
仔
を
区
別
す
る
た
め
､
イ
デ
に
指
小
辞

の
｢
コ
｣
を
つ
け
て
､
イ
デ
コ
と
呼
ん
だ
も
の
｡
ク

マ
の
仔
も
イ
デ
と
い
う
｡
新
潟
〔
北
蒲
原
〕

⑲
金
子
総
平
｢
越
後
赤
谷
伝
承
民
俗
雑
記
｣

『
旅
と
伝
説
1
5
(
6
)
』
　
(
三
元
祖
へ
一
九
四
二
年
)

朋

､

イ

リ

コ

仔
一
般
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
で
イ
リ
コ
と
区
別
す

る
た
め
､
｢
デ
｣
を
｢
リ
｣
に
代
え
て
イ
リ
コ
に
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
新
潟
〔
北
浦
原
〕

文
献
⑲
に
同
じ
｡

(
三
重
県
在
住
)

本
文
に
関
す
る
聞
合
せ
先

〒
五
一
九
-
三
四
〇
三
　
三
五
県
北
牟
婁
郡
海
山
町
工
費
二
七
六

電
話
〇
五
九
七
三
-
六
　
二
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館物義
寸
･
l
i

ど山

ウ
ェ
ス
ト
ン
と

『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
の
誕
生

田

　

畑

　

真

一

日
本
ア
ル
プ
ス
の
父
と
費
え
ら
れ
る
英
国
人
宣
教

師

ウ

エ

ス

ト

ン

　

二

八

六

.

-

.

九

回

〇

年

)

　

明

治
時
代
な
ど
に
あ
っ
て
､
日
本
ア
ル
プ
ス
の
両
々
を

中
心
に
し
て
､
探
検
的
と
も
思
え
る
数
多
く
の
登
用

を
行
っ
た
/
　
ま
た
､
"
八
九
六
　
(
明
治
二
十
九
一
年
､

ロ
ン
ド
ン
で
　
U
古
本
ア
ル
プ
ス
ー
登
用
と
探
検
｣
を

発
行
､
日
本
ア
ル
プ
ス
の
存
在
を
世
界
に
向
け
て
紹

介
し
､
わ
が
国
に
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
用
を
広
め

た

な
お
､
本
年
　
｢
当
成
上
二
年
)
　
は
､
ウ
ェ
ス
ト
ン

が
日
本
で
初
登
用
を
行
っ
て
か
ち
､
奇
し
く
も
百
十

周
年
に
あ
た
る
＼
　
そ
れ
は
明
冶
二
十
‥
年
上
"
月
､

九
州
の
祖
母
同
へ
の
登
用
だ
っ
た
し
だ
か
ら
､
私
は

｢
ウ
エ
ス
ト
ン
百
十
年
｣
と
呼
び
た
い

昭
和
八
年
十
二
月
､
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
　
｢
日
本
ア
ル

フ
ス
ー
登
用
と
探
検
し
一
間
出
精
.
訳
､
樟
書
房
一

が
世
に
出
た
)
初
の
邦
訳
葺
だ
｡

日
本
中
再
会
の
｢
会
報
｣
.
丁
工
ハ
号
(
昭
和
八
年

五
月
一
に
は
広
告
が
載
り
'
｢
ウ
エ
ス
ト
ン
日
本
ア

ル
プ
ス
　
探
検
と
登
用
　
近
間
｣
と
あ
る
､
定
価
は

末
記
入
だ
.
こ
れ
は
発
行
前
何
か
月
も
の
広
告
で
あ

り
､
決
め
か
ね
る
状
況
だ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い

そ
れ
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

現
在
の
｢
登
用
と
探
検
｣

で
は
な
く
､
｢
探
検
と
登

用
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
原

書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
忠

実
に
訳
す
の
で
あ
れ
ば
､

こ
れ
は
逆
に
な
っ
て
お
り
､

だ
か
ら
､
誤
り
と
い
え
ば

誤
り
に
な
る
｡
や
は
り
､

｢
登
用
と
探
検
｣
と
す
べ

き
だ
っ
た
､
た
た
､
原
書

し
か
な
か
っ
た
時
代
の
こ

と
た
し
､
"
般
的
に
は
サ

-
∽
S

フ
タ
イ
ト
ル
を
知
る
よ
し

も
な
く
､
私
は
い
た
し
か
た
な
い
誤
り
た
っ
た
と
思

う
C
そ
し
て
発
行
/
　
｢
会
報
｣
 
-
一
-
上
言
与
へ
昭
和
九
年

月
)
　
に
は
､
牛
-
も
新
間
紹
介
欄
の
ト
ノ
ブ
を
飾

り
､
長
文
で
紹
介
さ
れ
た
　
笹
者
は
木
整
理
大
部
だ

ー
部
を
あ
げ
る

｢
日
本
の
登
両
界
に
取
り
て
志
れ
難
い
員

重
な
る
文
献
と
し
て
､
最
高
位
を
占
む
可

き
｢
日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
用
と
探
検
｣
"

巻
で
あ
る
｡
本
書
は
明
治
二
十
九
年
に
英

国
で
出
版
さ
れ
た
の
で
､
今
で
は
容
易
-

手
に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う

私
は
什
二
年
の
頃
上
野
の
図
宝
飾
で
始
め

て
芝
を
発
見
し
て
｣

ま
た
｢
四
六
版
‥
六
-
頁
｣
と
'
先
に
不
明
だ
っ

た
真
数
を
正
し
く
紹
介
｡
こ
れ
も
発
行
後
だ
か
ら
､

当
然
と
い
え
ば
当
葉
だ
が
､
正
碓
な
惰
服
だ

広
告
は
さ
ら
に
｢
会
報
｣
三
〇
号
　
(
同
年
上

〟

)

　

に

も

載

り

､

｢

日

本

ア

ル

プ

ス

　

登

用

と

探

検
｣
と
直
り
､
定
価
も
含
め
｢
国
六
川
的
川
面
貞
写

真
‥
上
江
地
図
∴
定
価
.
.
〓
左
上
銭
送
利
ニ
ー

銭
｣
と
の
-
わ
し
い
記
事
と
な
っ
た
-

こ
の
後
も
広
告
が
載
る
｣
｢
余
憤
｣
川
上
国
号
(
昭

和
上
年
.
-
.
〟
)
　
や
田
上
六
号
一
両
年
五
月
一
だ
　
こ

こ
に
は
初
の
邦
訳
書
を
何
と
し
て
も
知
っ
て
欲
し
い

と
の
出
版
社
の
心
･
志
気
が
し
の
ば
れ
る

こ
れ
以
降
､
広
告
は
見
ら
れ
ず
､
先
の
同
年
五
月

を
も
っ
て
最
後
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
-

(
別
記
)
引
用
文
は
す
べ
て
新
字
体
･
新
か
な
つ
か

い
に
書
き
改
め
た
　
な
お
､
先
人
の
お
名
前
を
敬
称

略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(
日
本
中
面
会
質
料
委
員
一

山

と

博

物

館

第

4
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